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( )内は前月比です。
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57，374人

(-355) 

( -196) 
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デイ・サービス
センターが完成

お年寄りの

lJハビlJ施設

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
西
隣
に
建
設
し
て
い
た
「
上
田
市
デ
イ
・
サ
|
ビ

し
ゅ
ん

ス
セ
ン
タ
ー
」
が
究
成
し
、
二
月
十
四
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

セ
ン
タ
ー
は
、
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
、

機
能
回
復
訓
練
を
行
う
施
設
で
、
リ
ハ
ビ
リ
器
具
を
備
え
た
訓
練
室
を
は
じ

め
、
身
体
障
害
者
が
入
浴
で
き
る
浴
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活

指
導
員
、
看
護
婦
が
日
常
動
作
訓
練
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に
あ
た
り
、
食

事
や
ト
イ
レ
と
い
っ
た
基
本
動
作
が
回
復
す
る
よ
う
手
助
け
し
ま
す
。

新しいセンターで機能回復訓練に励む皆さん

市
が
、
市
内
諏
訪
部
の
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
西
隣
に
建
設
し
て
い
た

「
上
田
市
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
」
が
完
成
し
、

二
月
十
四
日
、
永

野
市
長
な
ど
関
係
者
約
七
十
人
が
出

席
し
て
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

町
歳
以
上
の

在
宅
者
を
対
象
に

同
セ
ン
タ
ー
は
、
脳
卒
中
な
ど
の

成
人
病
で
倒
れ
た
り
し
て
、
日
常
生

活
に
支
障
の
あ
る
六
十
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
が
、
自
宅
か
ら
通
い
な
が

ら
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
行
う
施
設
で
す
。

県
内
で
は
、
三
番
目
に
建
設
さ
れ
ま

し
た
。竣
工
式
で
永
野
市
長
は
、
「
高
齢
化

社
会
を
迎
え
て
、
身
体
の
不
自
由
な

お
年
寄
り
が
増
え
て
き
た
。
こ
の
施

設
は
、
孤
独
に
な
り
が
ち
な
在
宅
者

を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
今
後
は
機

能
が
回
復
す
る
よ
う
励
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平

屋
建
て
で
、

三
百
六
十
四
平
方
灯
あ

り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
器
具
を
備
え
た

訓
練
室
を
は
じ
め
、
身
体
障
害
者
が

入
浴
で
き
る
浴
室
、
介
護
者
教
室
を

兼
ね
た
養
護
室
、
食
堂
な
ど
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
、
約

九
千
万
円
で
し
た
。

あなたの考えを市政提言電話へ
ft25-2539 (留守番電話)

3月14日(土)産直デー・

置富

市政に対する建設的なご意見、

ご提案をお寄せくださし、。電話の

開設時間は、午前 9時から午後 8

時までです。
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宮 市内産直協力庖でお求めください。



リ
フ
ト
パ
ス
で

週
一
回
の
送
迎
も

市
内
に
は
、
機
能
回
復
訓
練
を
必

要
と
す
る
お
年
寄
り
が
約
二
百
人
い

る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
希
望
者

に
は
車
イ
ス
の
ま
ま
乗
車
で
き
る
リ

フ
ト
パ
ス
で
週
一
回
ほ
ど
送
り
迎
え

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
に
常
駐
し
て
い
る
生
活
指
導
員
、

看
護
婦
な
ど
の
職
員
は
、
日
常
動
作

訓
練
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
生
活
指
導
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を
通
じ
芝
、
食
事
や
ト
イ
レ
、
着
替

え
と
い
う
た
日
常
生
活
の
基
本
動
作

が
回
復
す
る
よ
う
、
手
助
け
し
ま
す
。

ま
た
、
毎
週
水
曜
日
に
は
、
鹿
教

湯
病
院
か
ら
理
学
・
作
業
療
法
士
二

人
に
来
て
も
ら
い
専
門
的
な
リ
ハ
ビ

リ
訓
練
を
指
導
し
て
も
ら
う
ほ
か
、

土
曜
日
は
家
族
介
護
者
教
室
を
開
く

予
定
で
す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
開
所
日

時
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
(
日

曜
日
と
祝
日
は
休
み
)
で
、

一
日
に

利
用
で
き
る
の
は
約
二
十
人
で
す
。

3/9，.._，5/10 

「むだをなくし物を生かす市民運動」として、

3月 9日目)から 5月10日(日)までの 2か月間を「資

源活用推進月間」 とし、上田市資源活用推進本部

(本部長は永野市長)を設けて、省資源・省エネ

ルギーの推進を図ります。

推進月間の最終日の 5月10日(日)には、今年で13

回目を迎える「資源活用広場」を聞きます。また、

市内各事業所などの協賛による 「むだをなくす生

活展」の開催も計画していますのでご参加くださ

資源活用推進月間

各家庭で省エネを実行しましょう

一ーさて、あなたは伺製?

上田市デイ・サービスセンター

上田市常磐城3-3-18

合⑫4119

[>むだ排除型

0電灯はこまめに消す。

o湯沸かし器やふろの口火をつけたままにしな

b生活の知恵型

o 冷蔵庫のドアは、

らす。

入浴は、聞をあけずに入る。

o照明器具はこまめに掃除する o

b健康増進型

o暖房の温度を適度にする。

oちょっとそこまでの外出は、歩いてすませる。

。市民一人ひとりが、ちょ っと した工夫で省エネ

の効果を上げるよう心がけましょう。

できるだけ開聞の回数を減

.上田市資源活用推進本部(事務局・生活環境課生活係)

2⑫4100内線301・有線②0671

離輯鞠購鱗璽間
完成したデイ・サービスセンター

暗闇醐蝿臨蝿繊細醐態綴怨鑓際調関輔健

多富
田園
高思的55
諒ホ柔
~I 村
喜ル
分の
集

信
州
国
際
音
楽
村
(
丸
子
町
)
の

中
核
施
設
と
な
る
多
目
的
ホ
ー
ル
の

建
設
が
、
五
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
イ
メ

ー
ジ
を
高
め
、
み
ん
な
に
親
し
ま
れ

る
よ
う
、
ホ
ー
ル
の
愛
称
を
募
集
し

ま
す
。

マ
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
「
愛

称
名
と
応
募
者
氏
名
、
住
所
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
」
を
明
記

し
て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

マ

送

り

先

干
3
8
6
1
似

丸

子

町
上
丸
子

二
ハ
一
二

丸
子
町
役

場
企
画
財
政
課
企
画
係
(
宮
⑫
3

1
0
0
)
 

マ
応
募
期
限
三
月
三
十

一
日
閃
(
当

日
消
印
有
効
)

マ

入

選

入

選

一
点
と
佳
作
三
点

に
は
、
記
念
品
を
差
し
上
げ
る
ほ

か
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

に
ご
招
待
し
ま
す
。
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建築物は、家庭生活や社会活

しかも快適 に営んでいく ための

である と同時に、大切 な財産で

3月7日出から 13日(金)までは

週間」です。 この機会に、特殊

所有者・管理者は、適正な維持

進 し、安全で快適な街づくりに

つ。

え広報う

特
殊
建
築
物
な
ど
は

定
期
点
検
・
改
修
を

一ー第 978号

不
特
定
多
数
の
人
々
が
利
用
す
る

旅
館
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
学
校
、
デ

パ
ー
ト
な
ど
の
特
殊
建
築
物
や
そ
れ

ら
に
設
置
さ
れ
る
非
常
用
照
明
、
換

気
、
排
煙
な
ど
の
建
築
設
備
、
ま
た

エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー

な
ど
の
昇
降
機
は
、
常
に
点
検
、
改

修
を
行
い
万
全
を
期
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
建
築
物
な
ど
は
、
い
っ

た
ん
火
災
な
ど
が
発
生
し
ま
す
と
大

惨
事
を
ひ
き
お
、
」
し
か
ね
ま
せ
ん
。

全
国
的
に
み
て
も
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、

建築物などの

安全管理で

快適なj話づくりを.ノ

デ
パ

ー
ト
な
ど
の
火
災
が
後
を
絶
た

j
、
そ
の
つ
ど
貴
重
な
人
命
や
財
産

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
火
災
を
出
火

部
分
に
封
じ
込
め
、
被
害
を
少
な
く

す
る
た
め
に
は
、
耐
火
性
の
あ
る
壁

や
防
火
戸
な
ど
を
適
切
に
設
置
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

特
殊
建
築
物
な
ど
の
所
有
者
や
管

理
者
は
、
そ
の
建
物
の
も
つ
社
会
的

な
意
義
を
認
識
さ
れ
、
定
期
的
な
検

査
・
調
査
・
報
告
を
励
行
さ
れ
、
安

全
対
策
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の

落
下
に
注
意
ノ

昭
和
五
十
三
年
の
宮
城
県
沖
地
震

建築指導課

怨⑧4100

内線364・352

な
ど
過
去
の
地
震
災
害
を
み
る
と
、

建
物
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
窓
ガ
ラ
ス
が

飛
び
散
っ
た
り
、
外
壁
の

一
部
や
広

告
物
な
ど
が
落
ち
て
、
道
路
を
歩
い

て
い
る
人
な
ど
に
直
撃
し
た
ケ

l
ス

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
ひ
と
た
び
地
震
や
台
風
が
来

建
築
物
を
災
窓
口
か
ら
守
る
こ
と

そ
れ
は
、
私
た
ち
の
生
命
を
守
る
こ
と

昌一
一
月
七
日
か
ら
十
三
日
は

建
築
物
防
災
週
間
で
す

る
と
街
全
体
が
危
険
な
状
態
に
陥
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

特
に
、
市
街
地
の
中
高
層
建
築
物

(三
階
建
て
以
上
)
な
ど
で
は
、
鉄

筋
の
露
出
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び

割
れ
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
窓
ガ
ラ
ス
、
外
壁

材
、
屋
外
広
告
物
、
ク
ー
ラ
ー
、
植

木
鉢
な
ど
も
常
に
安
全
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

安
全
対
策
を

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
な
ど
は
、
信

用
の
お
け
る
業
者
に
た
の
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
素
人
で
も
子
を
つ
け
が

ち
で
す
が
、
簡
単
だ
か
ら
か
え
っ
て

基
礎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
し
っ
か
り

し
て
い
な
か
っ
た
り
、
鉄
筋
が
入
っ

て
い
な
か
っ
た
り
し
て
、
ち
ょ
っ
と

し
た
風
や
地
震
で
倒
壊
し
て
し
ま
う

ケ
l
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
押
し
た
り
、
寄

り
か
か
っ
た
だ
け
で
倒
れ
た
例
も
あ

り
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

震
が
た
び
た
び
起
き
て
お
り
、
い
つ

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。亀

裂
が
入

っ
た
り
、
老
朽
化
し
て

い
る
も
の
、
正
し
く
工
事
が
な
さ
れ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
早

め
に
専
門
家
の
点
検
を
受
け
、
補
強

や
改
修
を
す
る
な
ど
安
全
対
策
を
講

じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
は
避
け
て
、
生
け
垣
な
ど
に
し
た

い
も
の
で
す
。
風
通
し
も
良
く
、
豊

か
な
緑
が
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
な
お
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
改
修
や
植
栽
工
事
な
ど
に
は
、
住

宅
金
融
公
庫
の
リ
フ
ォ

ー
ム
ロ
l
ン

(
住
宅
改
修
資
金
)
が
活
用
で
き
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
取
扱
金
融
機
関

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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市
民
ス
キ

l
大
会
が
二
月
十
五
日
、
菅
平
ス
キ

ー
場
の
ダ
ボ
ス
ゲ
レ
ン
デ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
五
歳
か
ら
五
十
八
歳
ま
で
の
約
百
五
十
人

は
、
各
部
門
に
分
か
れ
て
回
転
競
技
に
挑
み
ま
し

た
。
急
斜
面
を
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
滑
る
人
も
あ
れ

ば
、
途
中
で
転
ん
だ
り
、
旗
門
を
不
通
過
し
て
失

格
す
る
な
ど
日
ご
ろ
練
習
し
て
い
る
成
果
を
十
分

に
発
揮
で
き
な
い
人
も
い
て
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の

大
会
で
し
た
。

;欝

白熱のレース展開
二 市民スキー大会二

d

司
最
も
緊
張
す
る
ス
タ
ー
ト
前

企一刻も早 くゴールへ

北橿で、火災発生ノ

上田城のjd昼、火災が発生/ーの想定で、市教
育委員会と上小広域消防本部が2月19日、消火訓練

を実施しました。まず、火事 を発見した市立博物館

の職員が北櫓へ走り、櫓の下に設置しである 2つの

放水銃で放水を始めると同時に、消防本部からも消

防車がかけつけ、消火にあたりました。

精
神
衛
生
講
演
会

日
ご
ろ
、
患
者
さ
ん
の
こ
と
で
お

困
り
の
家
族
の
方
、
ど
う
ぞ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

三
月
二
十
六
日
側
・
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
同
四
時
マ
と
ニ

ろ
上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(三

階
和
室
)
マ
講
師
佐
久
総
合
病

院
精
神
神
経
科
医
長
・
神
間
芳
雄
さ

ん

マ

内

容

講

演

「患
者
さ
ん
が

回
復
す
る
た
め
に
家
族
は
ど
う
か
か

わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
」
マ
照
会

保
健
予
防
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2

n
y
A
U
 

県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

マ
募
集
団
地
城
、

青
木
団
地
(
各

一
戸
)

マ

家

賃

七

千

円

・

四

千

三
百
円
マ
申
し
込
み
三
月
十
一

日
側
ま
で
に
上
小
地
方
事
務
所
建
築

課
(
包
⑧
1
2
6
0
内
線
3
0
4
)

へ
マ
抽
選
日

三
月
十
七
日

ω
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市
議
会
議
員
選
挙

え

立
候
補
手
続
き
の

広報う

説
明
会
を
開
催

選
挙
管
理
委
員
会

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
1

有
線
②
0
9
0
1

ーー第 978号

四
月
二
十
六
日
に
予
定
さ
れ
て
い

る
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
と
、
そ
の
関
係
者
を
対
象
に
、
選

挙
運
動
と
立
候
補
手
続
き
な
ど
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

出
席
で
き
る
人
は
、
立
候
補
予
定

者
ま
た
は
事
務
長
予
定
者
ほ
か
二
名

ま
で
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

一
人
の

立
候
補
予
定
者
で
出
席
で
き
る
人
は
、

三
名
以
内
で
す
。

-

と

き

三

月

二

十

三

日

側

・

午

い候・・前
ま補ぞと九
す届の二時
。のイ也ろか
言見 ら
明県市(
会議役時:
も会所間; だれが一番長くまわっているかな?一一
、iJ長六正 2月13日に東塩田保育園で行われ疋コマま
あ員階石笹 ;わし大会です。年少組から年長組までの園
わ選大~児だちが、 各クラスlこ分かれて順番にコマ
せ挙会 jをまわしましだ。まわりのみんなもよなが
ての音義 ;もちくらべ」とかけ声を一斉にかけ、楽
行立芸 ;しい雰囲気のもとに終わりまし定。

「
郵
便
投
票
」

が
で
き
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
1

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

若
手
帳
を
お
持
ち
の
人
で
、
障
害
の

打
度
が
単
独
で
次
に
該
当
す
る
人
、

あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
障
害
に
つ
い

て
県
知
事
が
書
面
で
証
明
し
た
人
は
、

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請
が
で

き
ま
す
。

〈〉
身
体
障
害
者
手
帳
苛
持
者
で
、
子

帳
の
記
載
内
容
が
次
の
よ
う
な
人
。

O
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障

害
が
一

級
ま
た
は
二
級
の
人

O
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぽ
、
つ

こ
う
・
直
腸
の
障
害
が

一
級
ま
た

は
三
級
の
人

〈〉
戦
傷
病
者
手
帳
所
持
者
で
、
手
帳

の
記
載
内
容
が
次
の
よ
う
な
人
。

O
両
下
肢
・
体
幹
の
障
害
が
特
別
項

症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
の
人
。

O
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
障
害

が
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

の
人
以
上
に
該
当
す
る
人
で
、
郵
便
投

票
証
明
書
の
交
付
申
請
を
し
、
そ
の

申
請
が
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
郵
便

投
票
(
在
宅
投
票
)
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
は
地
震

く
ら
し
の
科
学
講
座

商
工
課
岱
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
2

マ

と

き

三
月
十
九
日
附
・
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
同
三
時

マ
と
こ
ろ
上
田
市
中
央
公
民
館

マ
講
師
気
象
庁
地
震
観
測
所
長
・

秋
山
泰
三
さ
ん

マ

演

題

地

震

の

知

識

と

心

が

ま

、ぇ
マ
入
マ
主

催場

無
料
例
長
野
県
科
学
振
興
会

計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

高
工
課
商
工
振
興
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
3

応
募
資
格
:
・食
料
品
関
係
の
販
売
業

を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ

に
携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭

の
主
婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
人
。
①
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
(
年
三
回
)。
②
過
去
に
計

量
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い
な
い

人。

職
務
内
容
・
・
・指
定
す
る
期
間
内
に
購

入
し
た
商
品
の
目
方
を
計
っ
て
、

日
誌
に
記
入
し
、
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

募
集
人
員
:
・
十
二
名

応
募
期
限
・:
三
月
三
十
一

日

ω

謝
礼
・
:
五
千
円
と
記
念
品
(
検
査

用
は
か
り
と
分
銅
)

応
募
方
法
・
・・
官
製
は
が
き
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
{
衣
疾
構
成
、
電
話
番
号
を

お
書
き
の
う
え
、

「〒

3
8
6

市

内
大
手

一
ー

一一

ーー

一
六

上

田

市
役
所
商
工
諜
商
工
振
興
係
」
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

建
設
工
事
入
札

「
参
加
願
」
の
提
出

管
理
課
庶
務
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
3

昭
和
六
十
二
年
度
、
市
関
係
の
建

設
工
事
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、

「
建
物
工
事
参
加
資

格
審
査
申
請
」
の
手
続
き
が
必
要
で

す。必要
書
類
・
・
・①
建
設
工
事
参
加
資
格

審
査
申
請
書
②
市
税
完
納
証
明

書

③

代
表
者
の
身
分
証
明
書

④
経
営
事
項
審
査
申
請
書
の
写
し

⑤
委
任
状
ま
た
は
社
内
規
則
⑥

建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
証

明
書

(加
入
者
に
限
る
)

提
出
期
間
・
:
三
月
二
日
仰
か
ら
同
三

十

一
日

ωま
で

提
出
先
・
・
・管
理
課
庶
務
係
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寝
た
き
り
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

マ
と
き
三
月
二
十
三
日
側
・
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
同
四
時
マ
と
ニ
ろ

上
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
(
市
役
所

南
庁
舎
二
階

)

マ

対

象

寝

た

き

り
老
人
を
か
か
え
る
家
族
マ
内
容

献
血
に
ご
協
力
を

Tご

山
側

M
も
で
き
ま
す

え

昨
年
四
月
か
ら
四

O
O
M
の
献
血

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
献
血
は
、
医
学
的
に
も
問
題
が
な

く
、
健
康
や
日
常
生
活
に
も
特
に
心

配
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
の
体
格
に

近
い
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
含
め
た
外

国
で
も
、

三

0
0
1
五
O
O
M
の
献

血
が
安
全
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
別

表
を
参
考
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

一(7)一一一昭平日62年3月1日 広報う

講
演

1
「寝
た
ち
は
ず
人
の
リ
ハ

一

ビ
リ
と
介
護
者
の
健
康
」
、
講
師
は
、

信
州
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
教

授
の
伊
藤
直
栄
さ
ん
マ
そ
の
他

当
日
介
護
を
代
わ
っ
て
く
だ
さ
る
人

が
い
な
い
場
合
は
、

三
月
十
六
日
側
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
マ
照
会

保
健
予
防
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2

9
0
 

/ 

¥ 

勤労青少年ホーム

教養講座

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
市
内

マ
四

O
O
M
献
血
者
に
は

酬
に
お
住
ま
い
か
市
内
の
事
業
所
に
勤

ω血
液
検
査
サ
ー
ビ

ス
(
十
四
項
目
)
糊
務
す
る
三
十
歳
未
満
の
み
な
さ
ん
を

ω
「献
血
健
康
手
帳
」
の
配
付
(
二

制
対
象
に
、
次
の
と
お
り
教
養
講
座
を

月
か
ら
)
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

糊
開
講
し
ま
す
。
期
間
は
、
四
月
か
ら

な
お
、

二
O
O
M
献
血
者
に
も
血

糊
九
月
ま
で
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

液
検
査
サ
ー
ビ
ス
(
六
項
目
)
が
あ

脚
く
だ
さ
い
。

り
ま
す
。

酬
・
申
込
期
間

三
月
九
日
側
か
ら
三

マ
献
血
場
所
血
液
セ
ン
タ
ー
上
国

間
月
二
十
八
日
出
ま
で
(
定
員
に
な
り

出
張
所
(
一
中
グ
ラ
ン
ド
前
)
。
他
の

醐
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

場
所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
保

脚
・
申
し
込
み
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

健
予
防
課
へ
お
問
い
合
わ
辻
を
。

糊

(
宮
⑫
7
1
1
7
)

へ
必
ず
来
館
の

マ
献
血
日
時
毎
月
第
三
木
曜
日
・

函
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受

午
後

一
時
か
ら
同
三
時

ま

で

。

付

時

間

は

、

午

後

一
時
か
ら
同
九
時

マ
照
会
保
健
予
防
諜
包
⑫
4
1
0

ま
で
で
す
。

o内
線
2
8
8

一
男事 年|体霊 Ef
齢 重 隔間比重ift 

18 
男 男

女男と

400 
歳女と 台3、
も 月 も

m.e 50 女
64 
上Lk:g l 

cコ

4 
三五

歳 力、 上j;J 
月

男 女男と16 I 45 男

200 川詩町 k可z 女t 

i 女主低 も
m.e 1 64 1 t~ 1 i 1 ~ 岳
歳空tE

揚輔輯吋輔醐欄磁調輯醐

勤労青少年ホーム教養講座

曜日 講座名 l村 句コ会マー F疋-'-.貝cコ 費 用

料理教室 家庭料理 6か月 24人 受講料2，000円(半年)・材料費1，000円(1か月)

月 茶道教室 裏千家 6か月 12人 " 3，000円(半年)・ " 500円(1か月)
生け花教室 草月流 12人 " 1， 000円(1か月)・花代750円程度
料理教室 家庭料理 6か月 24人 " 2，000円(半年)・材料費1，000円(1か月)
茶道教室 江戸千家 6か月 12人 " 3，000円(半年)・ " 500円(1か月)火
生け花教室 古流崇顕流 12人 1， 000円(1か月)・花代750円程度" 
和裁教室 6か月 10人 " 1， 500円(1か月)
料理教室 家庭料理 6か月 24人 " 2，000円(半年)・材料費1，000円(1か月)

水 着付教室 4月-6月 12回 12人 " 2，000円(12回)・テキスト代400円
生け花教室 草月流 12人 " 1， 000円(1か月)・花代750円程度
着 付教室 4月-6月 12回 12人 " 2，000円(12回)・テキス卜代400円

木 書 道教室 6か月 20人 " 1， 500円(半年)・材料費500円(1か月)
生け花教室 草月流 12人 " 1， 000円(1か月)・花代750円程度
生け花教室 池ノ坊 12人 " 1，000円(1か月)・花代750円程度i[ 
手編教室 6か月 10人 1， 500円(1か月)" 
※時間は、料理教室が午後6時から8時まで。生け花教室は、午後6時30分から7時30分
まで。その他は、午後6時30分から8時30分まで。
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廃皇
車重
手名の
i昭義
ぎ事

は壷
言の

「廃
車
の
手
続
き
を
依
頼
し
た
の

に
・
:
」
「
知
人
に
車
を
譲
っ
た
の
に

:
」
「
以
前
の
車
を
下
取
り
に
出
し

た
の
に
・
:
」

|
|
い
ま
だ
自
動
車
の

納
税
通
知
書
な
ど
が
く
る
と
い
う
問

い
合
わ
せ
や
苦
情
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
廃
車
や
名
儀
、
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
長
野
陸
運

支
局
で
正
規
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

一
中
部
電
力

さ
い
。
な
お
、
他
県
か
ら
転
入
し
た
一

一料
理
教
室
を
聞
き
ま
す

場
合
に
も
同
様
、
所
定
の
子
続
き
を

一

し
て
当
県
(
長
野
、
松
本
)
ナ
ン
パ

一
マ
定

l
に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

一
マ
会

・
照
会
は
運
輸
省
長
野
陸
運
支
局
一

登
録
課
(
包

0
2
6
2
⑬
5
3
5
5
)
一
表
-
程日

一
室
一
教
-
理
一
料

八四七六五九六七六七
一三五九八 O 九四六四

保
坂
志
づ
よ
さ
ん

川

上

勲

さ

ん

春
原
い
ま
さ
ん

箱
山
良
雄
さ
ん

斉
藤
ミ
ツ
ジ
さ
ん

小
林
い
き
ゑ
さ
ん

岡

田

清

さ

ん

児
平
う
た
さ
ん

宮
原
は
な
川
さ
ん

升

井

清

さ

ん

金
津
富
雄
さ
ん

宮
川
て
っ
さ
ん

浅
田
武
雄
さ
ん

大
口

エ
ツ
ー
さ
ん

成
津
線
太
郎
さ
ん

清
水
静
代
さ
ん

宮
下
孝
三
さ
ん

島
形
富
夫
さ
ん

小
津
志
げ
よ
さ
ん

え広報う

(
一
月
届
け
出
分

謹
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
c

一ー第 978号

柳
津
今
朝
美
さ
ん

漬
村
一は
る
美
さ
ん

堀
江
は
る
さ
ん

小
野
志
げ
子
さ
ん

中
島
ひ
き
さ
ん

手

塚

明

さ

ん

神
戸
仁
市
き
ん

柳
津
な
を
み
さ
ん

依
田
信
子
さ
ん

荒
井

一
郎
さ
ん

岩下漆染岩秋下中新城
τt 
p 

門堀戸屋門和堀田町北

山

口

染

屋

上
塩
尻

小
井
田

山

田

分

去

赤

坂

城

北
金

井

笹

所

鈴

子
西

脇

上
房
山

梅
が
丘

中
吉
田

浦

野
上

堀

新

屋
上
田
原

九五五八七七七八九 六八八七八八八八六八
六二九二八八九六三七五二八六七九 O 六 二

費員

各

コ
i
ス
二
十
四
名

一
回
四
百
円
程
度
(
材

料
代
と
し
て
)

マ
申
し
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20歳から60歳まで

全員 縄問民年金に加入
新年金総度がスタート 〉

昨年4月から年金制度が大きく変わりました。

新しい制度は、本格的な高齢化社会の到来への対

応を目的としたもので、昭和36年の国民年金制度

発足以来の大改革です。

ったサラ リーマンの妻(厚生・共済年金加入者の

被扶養配偶者)も、国民年金に強制加入になり、

女性の年金権カf確立されました。

・基礎年金の導入 新しい国民年金は、全国民が

共通の基礎年金に加入する制度に発展し、サラリ

ーマンは、その上に厚生年金や共済年金に加入す

る 11 2階建て N の年金制度になりました。

・給付負担の適正 みんなで共通の土台である国

民年金を支えていくことにより、これまで各年金

制度間にあった不均衡も解消されることになりま

した。また、年金水準と保険料負担についても、

バランスがとれるよう、少しずつ適正化していき

ます。女性の年金権を確立 今までは 「任意加入」だ

被保険者は3種類
これまで、国民年金は、農業・商業などの自営

業の人とその家族が加入する年金制度でした。

新しい年金制度では、日本に住んでいる20歳か

ら60歳未満の人は、全員、国民年金に加入するこ

とになりました。また、強制加入者の範囲を拡大

するとともに、被保険者を下表のとおり、第 1号、

第 2号、第 3号被保険者の 3種類に区分してい ま

す。

手重 類

第 1号被保険者

第2号被保険者

第3号被保険者

対象者

農業、自営業者とその配

偶者、サラリ ーマンの奥

さんでも夫の扶養になっ

ていない人などで日本国

内に住所を有する年齢が

20歳以上60歳未満の人。

(従来の国民年金の強制

加入被保険者など)

厚生年金保険(船員保険

も含む)の被保険者、各

種共済組合組合員。

(現役のサラリ ーマンな

ど)

厚生年金保険(船員保険

も含む)の被保険者、各

種共済組合組合員の被扶

養配偶者で、日本国内に

住所を有する20歳以上60

歳未満の人。

(主にサラリ ーマンの妻

で専業主婦の人)

納付方法

保険料は 1か月 7，100円

です。 (昭和62年 4月から

は 7，400円)。

個別に納付してくださし」

厚生年金・共済年金から、

年金の支払に必要な額が

まとめて支払われますの

で、保険料を個別に納付

する必要はありません。

厚生年金・共済年金から、

年金の支払に必要な額が

まとめて支払われますの

で、保険料を個別に納付

する必要はありません。
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種類3 

え広報う一ー第 978号

病気やケガがもとで、障害等級が 1級または 2

級になったとき、障害基礎年金が支給されます 0

・受給資格 ①初診日前に保険料納付済期間が、

加入期間の 3分の 2以上ある人が障害者になった

場合に支給 ②20歳前に障害者になっても、本人

の所得が一定の基準内なら、 20歳に達したときか

ら支給

・年金額 1級障害者が年額77万8，500円、 2級障

害者が62万2，800円です。(ただし、請求できるの

は65歳未満です)

| 遺族基礎年金
・受給資格 国民年金に加入していて死亡した人

が、老齢基礎年金の受給資格期間を満たしていた

ときや加入期間の 3分の 2以上が保険料納付済期

間であ ったときに、子ども(18歳未満)のある妻

または遺児(18歳未満)が受給できます。

・年金額妻と子ども 1人の場合は年額80万9，600

円です。遺児が1人の場合は年額62万2，800円です。

(いずれも 2人目以降の子どもには加算額あり)

¥ 国民年金の独自給付 i 

・付加年金 付加保険料(月額 400円)を納め

た人は、将来、付加年金を受けることはできます

が、新制度では、自営業などの第 1号被保険者だ

けに限られています。

・寡婦年金 老齢基礎年金の受給資格のある夫

が、年金を受けずに死亡したとき、その妻が60歳

から65歳になるまで寡婦年金を受給することがで

きます。年金額は、夫が受けられるはずであった

額の 4分の 3 (従来は 2分の 1)です。

・死亡一時金 第 1号被保険者として保険料を

3年以上納めた人が、何の年金 も受けないで死亡

し、その遺族が遺族基礎年金を受給できない場合

に、死亡一時金(下表)が支給されます。

障害基礎年金
従来の国民年金の給付は、下図のように、改正

後は 3種類の基礎年金に統合されました。

従来の国民年金と新しい国民年金

〈改正後〉

|老齢基礎年金1

〈従来(61年 3月まで))

老齢年金

通算老齢年金

|障害基礎年金 |
金一
一金

年
一回一福

宝口

一室ロ
一障

障一

直族基礎年金 |

|母子・自子量
|母子・

|遺児年盃|

従来の障害年金や母子・遺児年金などはそのま

まの名称で残り、年金額は改定されています。

老齢基礎年金は、 25年の受給資格期間を満たし

た人が65歳から受けられる年金です。

・受給資格 次の①~④の期間を合算 して25年以

上になれば、老齢基礎年金が受けられます。

①国民年金保険料を納めた期間

②国民年金保険料の免除を受けた期間

③任意加入できる人が加入しなかった期間

④昭和36年 4月以後の厚生年金や共済組合の加

入期間

・年金額 20歳から60歳までの40年間に保険料を

すべて納めると、年額62万2，800円(昭和61年度価

格)が支給されます。

老齢基礎年金

保険料納付済期間 .従来 改正後

3年以上20年未満 23，000円
} 100，000円

20年以上25年未満 28，000円

25年以上30年未満 36，000円 126，500円

30年以上35年未満 44，000円 160，000円

35年以上40年未満 52，000円 200，000円

死
亡
一
時
金

老齢基礎年金額の計算方法

12か月

| |保険料納付清月数|十|保険料免除月数×合

問川円Ix
|加入可能年数Jx[
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竺Jンの奥さん
く年金Q&A)

「私は第 3号被保険者の届け出をしましたが年

金手帳はどうな ったでしょうか?J r夫の給料か

らい くら引かれているのでしょうか ?Jなどと、昨

年 4月から発足した第 3号被保険者に関する質問

がた くさん寄せられています。

そこで、ここでは質問の主なものを取り上げて

みました。

(質問 1) 私の夫はサラリーマ ンで厚生年金に

加入中です。私は商!苫を営んでおり、夫の扶養 に

なっておりません。サラリーマ ンの妻は第 3号被

保険者の届けが必要 と開きましたが。

(答) サラリーマ ンの奥さんでも、あなたの

ように自営業などを営んでおり、夫の扶養になれ

ない方は第 3号被保険者に該当しません。あなた

の場合は、第 1号被保険者ですので届け出は必要

ありません。第 3号被保険者は次の方です。

①夫が厚生年金または共済組合に加入していて

②妻がその被扶養者とな っている人

(質問 2) 私は昨年、第 3号被保険者該当屈

を出しましたが、 今後どんな場合に届け出なけれ

ばなりませんか。

(答) 次のような場合は必ず国民年金係に届

けて くださし」

①夫が退職して厚生年金保険などを掛けなくな

ったとき

②あ なたが、 パートなどで働きに出て収入が多

くな り、夫の扶養家族でなくなったとき

③離婚や夫が死亡したとき

④ あなたが会社に就職して厚生年金などに加入

したとき

(質問 3) 私は第 3号被保険者になりました

が、保険料は夫の給料からヲ!かれると聞きましたO

税金の申告に使おうと思い給料の明細書を見まし

たが、前と変わ りません。いくら負担したのでし

ょうか。

(答) 第 3号被保険者の保険料は、厚生年金

や共済組合の全国的な組織から届け出数に応じて

国民年金制度に支払われます。ですから、ご主人

が直接負担することはありません。

(質問 4) 夫の厚生年金で保険料を支払うと

みなされる第 3号被保険者と自分自身で保険料を

支払う第 1号被保険者とでは、将来受け取る年金

額は違 って くるのでしょうか。

(答) 国民年金は、保険料を支払った月数で

年金額が計算されるので、被保険者の種類によっ

て額が違うことはありません。

(質問 5) 最近テレピで、 「あなたは年金手

帳をお持ちですか ?Jという放映がありました。

私は、第 3号被保険者の届け出をしましたが、手

中長はもら っていません。どうな ったのでしょうか。

(答) 第 3号被保険者の届け出は、昭和60年

11月から受け付けましたが、届け出が済んだ方に

は昨年夏ごろ社会保険庁からお手元にはがきが送

られました。このはがきで手続きが完了したもの

とご理解 ください。

国民年金手帳は、 今 まで国民年金に加入したこ

とのない方に発行しました。今まで加入していた

方の分は、お手元の年金手帳に第 3号被保険者に

なったことを書き加えれば済みますので、未記入

の方はお手数でも国民年金係の窓口まで、年金手

帳をお持ち ください。

(質問 6) 私は昭和12年 4月2日生まれです。

結婚は昭和35年で、夫はその時から摩往年金に加

入していますD国民年金は10年前から任意加入し、

昨年第 3号被保険者となる任意加入者現況屈を出

しました。今まで掛け続けてきた国民年金は新制

度に引き継がれるのでしょうか。

(答) 任意加入の納付済期間は第 3号被保険

者の加入期間に引き継がれ、あなたの年金額に計

算されます。あなたが、このまま60歳まで第 3号

被保険者として加入しますと老齢基礎年金の額は

下図のとおりです。

昭和12年 4月2日生まれのサラリーマンの

妻が国民年金に10年間任意加入

60歳

・カラ期間(15年)十納付年数(10年十11年)=36年
(25年以上で受給資格あり)
・老齢基礎年金額一

(10年+11年)x 12か月
622，800円× 36年X12か月

=363，300円(65歳より)

※36年とは、生年月日によって決ま っている、国
民年金への加入可能年数です。
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れ}炉、ー新年金制度あれ

え広報う-ー第 978号

-任意加入できる人
新しい制度でも、任意加入できる人がいます。

それは、つぎのような方です。

① 日本国内に住所のある60歳以上65歳未満の人。

(厚生年金・共済組合加入者を除く)

②海外に在住している20歳以上65歳未満の日本人

③20歳以上60歳未満の学生

④被問者年金制度(厚生年金・共済年金など)の

老齢 〔選職)年金の受給権者

※60歳になって年金の受給資格に少し足りない方、

保険料未納期間などのある方は任意加入を。

繰り上(下)げ、時の支給率

・最初の支給率が変わらず続く

100% ーメ二::::￥:::::;:ζ，:.::::~千.'二

-繰り上げ支給
老齢基礎年金を受けられる年齢は、 65歳からで

すが、 60歳になれば65歳前でも一定の減額率はあ

るものの、希望する年齢で繰り上

げ支給を受けることができますP

ただし、 65歳前からの繰り上げ

支給を受けると次の制限がありま

す。

①65歳までの特別支給の老齢厚生

年金は支給停止。

②65歳まで遺族厚生年金は支給停

止。

③障害基礎年金は受けられません。

④寡婦年金は受けられませんO

-年金の支払時期

国
民
年
金
の
ご
相
談
は

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

告
(⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
4

有
線
②
0
7
1
1

前月分までの 3か月分8月， 11月5月，2月，

金

金

金

金

前月分までの3か月分9月， 11月6月，3月，
金

前月分までの 3か月分8月， 11月5月，2月，

老

障

遺

寡

従来の
老齢

従来の
通算老齢年

従来の障害・母子・
準母子・遺児・寡婦年金

齢基礎年

害基礎年

族基礎年

婦年

年

金

前月分までの 3か月分

老 前月分までの 4か月分
(12月は請求により11月に支払われます)

9月， 12月

8月， 12月，

6月，3月，

4月，金年祉齢福
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